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 市民活動を始めたいな…そんなときはご相談ください　
　市民活動と一口に言ってもさまざまな活動があ
ります。地域の自然整備、子育て世代を対象にし
た交流会や講座の実施など、幅広い分野でさまざ
まな市民活動団体が活躍しています。
　市民活動に興味がある、市民活動団体を結成し

て地域のために活動したいと思っている人は、市
民協働推進課に相談してください。
　市民活動団体の立ち上げ方や支援制度の紹介な
どのアドバイスを行っていますので気軽にお越し
ください。

市民活動団体　
「縁（えにし）の糸」代表

和文化で岩国を盛り上げたい

－活動内容を教えてください
　岩国市は錦帯橋をはじめとした文化的にも歴史的
にも後世に伝えていきたい芸術が多くあります。縁
の糸は着付けや絵手紙などを通して和文化の心や芸
術の伝承、活性化に向けた活動を行っています。

－市の助成金をどんなことに活用しましたか
　今年度初めて取り組んだ絵手紙作品展で遠方から
素晴らしい絵手紙の講師を呼ぶことができ、ワーク
ショップや講演を行うことができました。市内外や
地域の小学校から多くの参加をいただき、作品展を
通して相手を深く思いやる心の文化を広め、地域を
元気にできたと実感しています。
　今後も和文化をより身近に感じてもらえるような
イベントを行い、知ることでさらに自分の世界が豊
かになることを多くの人に発信していきたいです。
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金本智代さん

私たちの会はここが

きらり★　

　縁の糸は和文化を多くの人と共有
し、大事にすれば思いやりの心が育
まれると信じて活動しています。
　自分たちの取り組みが誰かに癒し
と元気を届けられることを楽しみ、
　会としても個人としてもきらき
　　らし続けることを大切にし
　　　　ています。

縁
し、
まれ
自
と元
会

　　

－活動内容を教えてください
　リトミックや演奏会の開催など親子で楽しめるよ
うなイベント、親のリフレッシュを目的に託児付き
ヨガなどを開催しています。親同士の交流や子育て
に関する情報交換の場をつくることで、楽しく子育
てができる環境づくりのサポートをしています。

－市の助成金をどんなことに活用しましたか
　リトミックやヨガの講師を招く、親や上の子が気
兼ねなく参加できるように保育士を配置する、子供
たちに本物の音楽に触れさせるための演奏会を実施
するなどの行事に活用しました。こういった事業を
通してお母さんたちが外に目を向けることができ、
親の孤独感の解消にもつながりました。

市民活動団体　
「ちびっこサークルみつばち」代表

楽しく子育てに向き合う
きっかけをサポート
長尾早百合さん

私たちの会はここが

きらり★　

　子育て世代は、人とのつながりが
希薄になりがちです。「いろいろな
ことを経験させて育てたい、でもな
かなか外とつながれない」という思
いを持っている人をつなぎ、やりた
いことをできるところから叶えて
　いこう！と無理をせず、楽しん　
　　　で取り組んでいます。

託児があるから
のびのび参加できます

リトミック教室

が
な
な
思
た

絵手紙作品展の様子
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ご存じですか？市の制度を活用できるんです

あなたのやりたいことが
きらり　と輝く
　市では新たに市民活動を始めようと思ったり、既に市民活動を行ったりしてい
る個人や団体に活動費用の一部を補助するなどの支援を行っています。
　現在、市内では100の市民活動団体がさまざまな分野で活動を行っています。
地域や社会の役に立つような活動をしたいと思っている人は、市の制度を活用し
て市民活動を始めてみませんか？
問市民協働推進課☎（29）5015

スタートアップ事業

対象事業
　既存事業の拡充や改善など団
　体の活動の発展を図る事業
交付金額　対象経費の３分の２
上限額　10万円
※過去３年間に当交付金の交付
　決定を受けた団体は対象外

対象事業
　団体自らが企画し実施する新
　規の事業
交付金額　対象経費の３分の２
上限額　初年度＝30万円
　　　　２・３年目＝各20 万円

パワーアップ事業

自治会や市民活動団体が行う非営利で自主的な公益活動に交付します。

　みんなの夢をはぐくむ交付金

協働事業
対象事業
　他の市民活動団体と事業の計
　画から実施までを連携して行
　う新規の事業
交付金額　対象経費の３分の２
上限額　初年度＝50万円
　　　　２年目＝30 万円
　　　　３年目＝20万円

申請期間：４月１日㈮～５月９日㈪

市民活動人材育成事業補助金

対象事業　市民活動に係る国内外での研修会、講演
　　　　　会、実習への参加事業
補助金額　対象経費の２分の１（上限額＝10万円）
対象経費　受講料・参加料、交通費、宿泊費
※過去３年間に当補助金の交付決定を受けた人は対
　象外

対象事業　市民活動団体の構成員の人材育成のため
　　　　　に実施する研修会などの開催事業
補助金額　対象経費の２分の１（上限額＝10万円）
対象経費　報償費、交通費、宿泊費、使用料など
※過去３年間に当補助金の交付決定を受けた団体は
　対象外

市民活動に関係する研修会などの参加や開催に必要な費用の一部を補助します。

研修会等開催事業研修会等参加事業

ホームページ

Ｕ30応援枠　代表者（成人）
以外が30歳以下の人で構成
されている団体に、10万円
まで全額交付

改善があれば、現事業の内
容でも交付を受けることが
できます

他団体と連携して活動する
ことで、さまざまな事業の
実現の可能性が広がります

申請期間：４月１日㈮～随時

ホームページ

１ ２ ３

ここが
きらり！

ここが
きらり！

１ ２
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対　象　市内に住民票があり、肺炎球菌ワクチンの接種
　　　　を一度も受けたことがなく、次の①②のいずれ
　　　　かに該当する人
　　　　①対象となる生年月日の人（右記）
　　　　②接種日に60歳以上65歳未満で、心臓、腎臓、
　　　　　呼吸器、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機
　　　　　能などに身体障害１級相当の障害のある人

対象となる生年月日の人
65歳 昭和32年４月２日～昭和33年４月１日生
70歳 昭和27年４月２日～昭和28年４月１日生
75歳 昭和22年４月２日～昭和23年４月１日生
80歳 昭和17年４月２日～昭和18年４月１日生
85歳 昭和12年４月２日～昭和13年４月１日生
90歳 昭和７年４月２日～昭和８年４月１日生
95歳 昭和２年４月２日～昭和３年４月１日生
100歳 大正11年４月２日～大正12年４月１日生

期間・回数　令和５年３月31日までに１回（助成回数
　　　　　　は生涯で１回のみ）

対　象　市内に住民票があり、次の①②のいずれかに該当する人
　　　　①接種日に65歳以上の人
　　　　②接種日に60歳以上65歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能など
　　　　　に身体障害１級相当の障害のある人
期間・回数　令和４年10月１日～令和５年２月28日までに１回

対　象　昭和37年 4月 2日～昭和54年 4月 1日生まれの男性
            ※抗体検査を行い、検査の結果十分な量の抗体がない人が定期予防接種の対象となります

対象者は、クーポン券の利用で無料となります

岩国市の
予防接種

令和４年度

自己負担額　1,490円（生活保護受給者および中国残留邦人等支援給付の人は無料）

自己負担額　2,850円（生活保護受給者および中国残留
　　　　　　邦人等支援給付の人は無料）

肺炎球菌 接種
度 受

持参品　クーポン券、現住所が確認できる本人確認書類（運転免許証、マイナンバーカードなど）

実施場所　全国の受託医療機関（厚生労働省のホームページに一覧表が掲載されています）

※誕生日を迎える前でも期間中であれば対象とな
ります。今年度の対象者は今年度のみの対象とな
り、５年後は対象になりません

持参品

期間・回数　令和４年４月１日～令和７年３月31日（助成回数は1回です）

風しん抗体検査・予防接種

実施場所　市が契約している医療機関で接種できます（かかりつけ医で接種することをお勧めします）
持参品　　生年月日と住所が確認できるもの（健康保険証など）

高齢者の定期予防接種

□これまでに高齢者肺炎球菌ワクチンの接種歴がある人（自費での接種も含む）は対象外です
□接種歴が分からないときは、かかりつけ医に確認するか、保健センターに問い合わせてください注意

！

肺炎球菌による肺炎の重症化と死亡リスクを軽減します高齢者肺炎球菌ワクチン

インフルエンザを予防し、重症化を防ぎます高齢者インフルエンザワクチン

対象者は、通常より少ない自己負担額で接種できます

◆

◆

　予防接種は適切な時期に接種することで、感染症から子供や家族を守
ることができます。法改正で制度が変更になった場合は、市ホームペー
ジなどでお知らせします。里帰りや入院などの特別な事情により県外で
の定期予防接種を希望する人は、接種前に保健センターに問い合わせて
ください。
※新型コロナワクチン接種については別に随時お知らせします
問保健センター☎（24）3751



種　類 対象年齢 接種回数と望ましい接種期間

ロタ
ウイルス

①ロタ
リックス

生後６週 0日後
～24週 0日後 ※①②どちらのワク

チンにするか主治医
と相談してください

①＝計２回　②＝計 3回
初回を生後２カ月～出生14週 6日後の間に接種②ロタ

テック
生後６週 0日後
～32週 0日後

ヒブワクチン 生後２カ月～
5歳の誕生日の前日

計４回
　初回３回：１回目を生後２カ月～６カ月
　追加１回：初回接種を終了して７カ月～
　　　　　   13カ月までの間隔を置く

小児用肺炎球菌
ワクチン

生後２カ月～
5歳の誕生日の前日

計４回
　初回３回：１回目を生後２カ月～６カ月
　追加１回：１歳～１歳２カ月（初回終了
 　　　　　  後60日以上空ける）

四種混合（ジフテリ
ア、破傷風、百日せき、
ポリオ）

生後３カ月～
７歳６カ月になる前日

計４回
　初回３回：生後３カ月～11カ月
　追加１回：初回接種を終了して12カ月～18カ月まで
                の間隔を置く

二種混合（ジフテリ
ア、破傷風） 11歳～13歳の誕生日の前日 １回　11歳

Ｂ型肝炎 １歳の誕生日の前日まで 計３回　生後２カ月～８カ月
ＢＣＧ １歳の誕生日の前日まで １回　生後５カ月～７カ月

麻しん風しん
（MR )

１期：１歳～２歳の誕生日の前日
２期：年長児（小学校就学前の３
　　　月31日まで）

計２回
　１期１回：１歳になったらすぐ
　２期１回：年長になったらできるだけ早く

水痘
（水ぼうそう） １歳～３歳の誕生日の前日

計２回
　１回目：１歳～１歳２カ月
 　２回目：１回目の接種を終了して６カ月～12カ月まで
               の間隔を置く

日本脳炎

１期：生後６カ月～
　　　７歳６カ月になる前日
２期：９歳～
　　　13歳の誕生日の前日

計４回
　１期初回２回：３歳
　１期追加１回：４歳（初回終了後おおむね１年後）
　２期１回：９歳

　　　①平成14年４月２日～平成19年４月１日生まれの20歳未満の人
　　　②平成21年４月２日～平成21年10月１日生まれの９歳以上13歳未満の人
　　　※①②に該当する人は、過去の接種歴と併せて合計４回まで接種できます

子宮頸がん予防ワク
チン

小学６年生～高校１年生相当の女子
計３回　中学１年生
※ワクチンは２種類あります。どちらのワクチンにするか主治
医と相談してください。接種の間隔はワクチンごとに異なります

　　　　　　　　　　　平成９年４月２日～平成18年４月１日生まれで３回目を未接種の女子
　　　　　　　　　　　接種期間：令和４年４月１日～令和７年３月31日

種　類 助成対象年齢 接種回数 自己負担額 備　考

インフルエンザ
生後６カ月～12歳 ２回  １回につき接種料金か

 ら助成金2,500円を引
 いた額

 【助成接種期間】
 令和４年10月１日～
 令和５年２月28日13歳～15歳（中学３年生まで） １回

おたふくかぜ

○１歳～２歳の誕生日の前日
○年長児（小学校就学前の３月
　31日まで）

２回 １回につき1,100円
１歳～２歳までに１回目、
年長児で２回目を接種す
ると効果的

　　　平成31年４月２日～令和３年４月１日生まれ、または平成27年４月２日～平成28年４月１
　　　日生まれで、対象年齢の間に接種ができなかった子供
　　　接種期間：令和４年４月１日～令和４年９月30日

実施場所　市が契約している医療機関で接種できます（予約が必要な場合あり）
持参品　　母子健康手帳、予診票、住所が確認できるもの（健康保険証など）

接種には日頃の状態を知っている保護者の同伴が必要です
（13歳以上の人は、予診票で保護者の同意が確認できれば同伴は不要）

特
例

対象者は、通常より少ない自己負担額で接種できます

開
始
年
齢
な
ど
に
よ
り

接
種
回
数
が
違
い
ま
す

対象者は、無料で接種できます定期予防接種

任意予防接種

◆

◆

子供の予防接種

キャッチアップ接種

特
例

３月15日時点の情報です
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島
民
の
命
を
守
る
輸
送
艇
新
た
に

き
ま
す
。
先
代
よ
り
も
巡
航
速
度
が

向
上
し
た
た
め
、
よ
り
短
時
間
で
搬

送
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
緊
急
時
へ

の
備
え
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

診
療
を
行
っ
た
谷
本
光
音
医
師
は

「
患
者
さ
ん
と
対
面
し
て
診
療
す
る

こ
と
は
非
常
に
重
要
。
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
と
並
行
し
、
離
島
の
医
療
を
支

え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

高
齢
化
が
進
む
柱
島
地
区
で
、
島

民
の
健
康
を
支
え
、
緊
急
時
の
不
安

を
解
消
す
る
た
め
、
み
し
ま
は
大
き

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

問
地
域
医
療
課
☎（
29
）５
０
１
１

柱島地区患者輸送艇
５代目「みしま」就航

　

２
月
11
日
、
柱
島
地
区
（
柱
島
・

端
島
・
黒
島
）
の
患
者
輸
送
艇
「
み

し
ま
」
が
就
航
し
ま
し
た
。

　

患
者
輸
送
艇
は
柱
島
地
区
で
救
急

患
者
が
発
生
し
た
際
、
本
土
の
医
療

機
関
へ
の
搬
送
の
た
め
に
使
用
す
る

と
と
も
に
、
月
に
４
回
、
柱
島
診
療

所
で
診
療
を
行
う
医
療
ス
タ
ッ
フ
の

輸
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
配
備
さ
れ
た
み
し
ま
は
昭
和

46
年
の
患
者
輸
送
艇
の
導
入
以
来
、

５
代
目
で
、
消
防
用
デ
ジ
タ
ル
無
線

を
設
置
し
て
お
り
、
搬
送
時
に
本
土

の
救
急
隊
と
連
絡
を
取
る
こ
と
が
で 市政

PICK－UP

１２３

４ ５ １　端島集会所で丁寧に説明を行いながら診察
　を行う谷本医師　
２　柱島診療所では令和２年から電子カルテを
　導入し、オンライン診療も行っている
３　診察後に待合所で談笑する様子も柱島の風
　景の１つ　
４　５代目みしまは入口が両開きとなり、担架
　を乗せるスペースが確保されている
５　定員10人の船室は広々としており、船室前
　方には横になれるスペースもある
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そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て

　

３
月
６
日
、
横
山
河
川
敷
運
動
広

場
横
の
県
道
を
ス
タ
ー
ト
・
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
に
「
錦
帯
橋
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

錦
帯
橋
周
辺
お
よ
び
錦
川
沿
い

（

横
山
〜
岩
国
〜
御
庄
ま
で
）の
コ
ー

ス
で
行
わ
れ
た
こ
の
大
会
は
、
中
学

生
以
上
が
参
加
で
き
る
５
キ
ロ
の
部

と
高
校
生
以
上
か
ら
参
加
で
き
る

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
部
を
設
け
、
昨

年
11
月
か
ら
12
月
初
旬
ま
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
受
け
付
け
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
、
参
加
資
格
を
市
近
郊

に
限
定
し
て
い
た
前
回
大
会
か
ら
変

更
し
、
広
島
や
岡
山
な
ど
の
中
国
五

県
に
規
模
を
拡
大
し
て
参
加
者
を
募

り
ま
し
た
。
初
め
て
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
に
挑
戦
す
る
人
や
職
場
仲
間
、
仮

装
し
た
人
な
ど
１
３
７
４
人
の
ラ
ン

ナ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

前
日
ま
で
の
暖
か
さ
か
ら
大
幅
に

気
温
が
下
が
っ
た
大
会
当
日
、
参
加

し
た
ラ
ン
ナ
ー
は
強
い
風
の
抵
抗
を

受
け
な
が
ら
錦
川
沿
い
を
駆
け
抜
け

ま
し
た
。

問
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

☎（
29
）５
１
０
３

錦帯橋ロードレース大会

好天に恵まれ、錦帯橋周辺で多くのランナーが爽やか
な汗を流した

５キロの部とハーフマラソンの部で進行方向を逆にし、
スタートを時間差にするなどの感染症対策が取られた

文庫の書籍やCD、DVDは各３点まで２週間借りる
ことができる

　

３
月
１
日
、
岩
国
市
障
害
者
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
に
岩
国
市
手
話
と

き
こ
え
の
文
庫
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
文
庫
は
手
話
や
要
約
筆
記
な

ど
に
役
立
つ
書
籍
や
視
聴
覚
教
材
な

ど
を
収
集
し
、
多
く
の
人
に
学
習
の

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
開

設
さ
れ
た
も
の
で
、
市
民
や
医
療
・

福
祉
・
教
育
団
体
な
ど
が
利
用
で
き

ま
す
。

　

文
庫
の
開
設
に
よ
り
、
手
話
の
普

及
や
聞
こ
え
の
支
援
に
関
す
る
理
解

を
促
し
、
手
話
通
訳
者
、
要
約
筆
記

者
な
ど
聴
覚
障
害
者
支
援
を
行
う
人

材
の
育
成
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

文
庫
に
は
小
学
生
向
け
の
も
の
か

ら
手
話
通
訳
者
や
要
約
筆
記
者
な
ど

専
門
家
向
け
の
も
の
ま
で
、
１
８
０

点
以
上
の
書
籍
や
Ｃ
Ｄ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が

所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
希
望
者
に
は
貸

し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
昨
年
９
月
に
手
話
言
語
条

例
を
制
定
し
、
手
話
の
普
及
な
ど
の

取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
今
後
も

聴
覚
障
害
者
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

問
障
害
者
支
援
課
☎（
29
）２
５
２
２

障
害
者
理
解
へ
の
学
習
の
機
会
を

初回利用の際、身分証を持参し利用券を発行してもら
うことで次回以降は手軽に文庫を利用できる

手話ときこえの文庫を開設
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島木　英文さん
（岩国在住）

　武蔵野美術大学建築
学科を卒業後、建築事
務所勤務を経てミニ
チュアアート作家とな
る。遠近法を用いた作
品を得意とする。受賞
作品多数。趣味は映画
鑑賞。影響を受けた映
画監督に今村昌平がい
る。

現在制作中の「用心棒」の構想について生き生き
と語る島木さん

　

空
間
に
宿
る
光
と
影
を
も
計
算
し
尽
く
し

た
設
計
図
を
基
に
、
作
り
出
さ
れ
る
縮
尺
約

20
分
の
１
の
世
界
。
そ
の
緻
密
で
繊
細
な
作

品
を
作
り
上
げ
て
い
る
の
は
ミ
ニ
チ
ュ
ア

ア
ー
ト
作
家
の
島
木
英
文
さ
ん
で
す
。

　

下
松
市
の
建
設
会
社
の
家
庭
に
生
ま
れ
た

島
木
さ
ん
の
日
常
に
は
い
つ
も
木
を
切
り
、

釘
を
打
つ
音
が
あ
り
ま
し
た
。
も
の
づ
く
り

に
囲
ま
れ
て
育
っ
た
島
木
さ
ん
は
高
校
生
の

時
、
2
年
後
に
開
か
れ
る
予
定
の
大
阪
万

博
の
建
築
の
写
真
を
雑
誌
で
見
て
、
建
築
へ

の
思
い
を
熱
く
し
ま
す
。
そ
し
て
東
京
の
美

術
大
学
で
建
築
を
学
び
、
卒
業
後
は
都
内
の

建
築
事
務
所
に
就
職
し
ま
す
。

　

家
庭
を
持
ち
、
仕
事
に
励
む
日
々
で
し
た

が
、
都
会
の
生
活
か
ら
離
れ
、
ど
こ
か
別
の

場
所
に
住
み
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
新
天
地
を
求
め
、
夫
婦
で
８
カ
月
半

ん
に
現
在
の
活
動
の
原
点
と
な
る
仕
事
が
舞

い
込
ん
だ
の
は
47
歳
の
時
。「
商
店
街
を
盛

り
上
げ
る
企
画
で
、
雑
貨
屋
の
商
品
と
し
て

販
売
す
る
模
型
を
作
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

最
初
は
小
さ
な
物
で
し
た
が
、
改
め
て
も
の

づ
く
り
の
面
白
さ
に
魅
せ
ら
れ
ま
し
た
」

　

そ
こ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ミ
ニ
チ
ュ
ア
作
品

を
作
り
、
日
本
の
原
風
景
を
描
写
し
た
作
品

に
力
を
入
れ
ま
し
た
。
中
で
も
宇
野
千
代
生

家
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品
を
制
作
し
た
時

の
こ
と
を
島
木
さ
ん
は
こ
う
語
り
ま
す
。「
空

間
に
奥
行
を
持
た
せ
る
た
め
試
行
錯
誤
し
、

遠
近
法
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

経
験
が
全
て
つ
な
が
っ
て
い
た
ん
だ
と
実
感

し
た
出
来
事
で
し
た
ね
」

　

現
在
71
歳
の
島
木
さ
ん
で
す
が
制
作
の
手

を
止
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
頭
の
中

に
絵
を
描
き
、
そ
れ
を
形
に
し
て
い
く
瞬
間

が
一
番
楽
し
い
で
す
。
作
品
を
見
た
人
が
そ

れ
ぞ
れ
の
空
間
を
感
じ
、
思
い
を
は
せ
て
も

ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
」

　

遠近法を用いて制作した「斜陽館」は島木
さんの作品の真骨頂

か
け
て
ス
ペ
イ
ン
を
巡
る
旅
に

出
ま
す
。「
都
市
部
の
建
築
物

も
も
ち
ろ
ん
素
晴
ら
し
い
の
で

す
が
、
田
舎
の
集
落
や
町
並
み

が
強
く
心
に
残
り
ま
し
た
」

　

そ
し
て
日
本
に
戻
っ
て
き
た

島
木
さ
ん
が
選
ん
だ
地
が
こ
こ

岩
国
で
す
。「
ス
ペ
イ
ン
の
美

し
い
川
と
町
並
み
の
風
景
が
ど

こ
か
岩
国
に
重
な
っ
た
気
が
し

た
ん
で
す
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

岩
国
に
移
り
住
ん
だ
島
木
さ

細心の注意を払い、小さなパーツを組み立
てる作業は大変な集中力を要する

美
し
い
も
の
を
美
し
い
と

感
じ
る
心
が
芸
術
を
生
み
出
す
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日高あゆみさんが
登場した「私の岩
国」はこちら

　

２
月
５
日
〜
３
月
20
日
、
岩
国
シ
ロ
ヘ

ビ
の
館
で
岩
国
市
出
身
の
ペ
ン
画
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
、
日
高
あ
ゆ
み
氏
の
作
品
展
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
展
は
岩
国
の
シ
ロ
ヘ
ビ
が
国

の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
、
今
年
で
50

年
目
を
迎
え
る
記
念
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

会
場
に
は
０
・
３
㍉
の
製
図
ペ
ン
で
描

か
れ
た
シ
ロ
ヘ
ビ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
動
物

の
絵
が
約
40
点
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
人
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

ペン画の動物たちが
お出迎え



●
ニ
キ
ビ

[189]

食
推
さ
ん
の

食
べ
て
み
ん
さ
い

お
い
し
い
け
ぇ
！

豆腐白玉みたらし団子

モチモチふわふわ食感
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ひ
と
昔
前
ま
で
ニ
キ
ビ
は
青
春
の
シ
ン
ボ

ル
な
ど
と
言
わ
れ
て
軽
視
さ
れ
、
病
院
で
治

療
を
受
け
る
よ
う
な
疾
患
で
は
な
い
と
認
識

さ
れ
が
ち
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ニ
キ

ビ
が
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
は
と
て
も
大
き
く
、

受
験
や
就
職
、
人
間
関
係
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
に
積
極
的
に
な
れ
な
か
っ
た
り
、
中
高

生
で
は
い
じ
め
の
対
象
に
な
っ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
ニ
キ
ビ
は
そ
の
重
症

度
に
関
わ
ら
ず
適
切
な
治
療
を
し
な
い
で
放

置
す
る
と
、
瘢は
ん
こ
ん
か

痕
化
（
消
え
な
い
痕
が
残
る

こ
と
）
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、
そ
う
な

る
と
ニ
キ
ビ
が
治
っ
た
後
ま
で
問
題
を
残
し

て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

ニ
キ
ビ
の
好
発
年
齢
は
、
思
春
期
以
降
で
、

主
に
顔
、
胸
、
背
中
に
見
ら
れ
ま
す
。
初
期

段
階
で
は
小
さ
な
ブ
ツ
ブ
ツ
と
し
て
現
れ
、

次
第
に
赤
く
炎
症
を
起
こ
し
た
り
、
膿う
み

が
た

ま
っ
て
白
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
で
き
る
だ

け
早
い
段
階
で
治
療
を
す
る
こ
と
で
、
将
来

の
瘢
痕
化
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ニ
キ
ビ
の
治
療
薬
に
は
内
服
薬
と
外
用
薬

が
あ
り
ま
す
。
内
服
薬
に
は
抗
生
物
質
や
皮

脂
の
分
泌
を
抑
え
る
薬
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン

ス
を
整
え
る
薬
、
漢
方
薬
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

外
用
薬
に
は
菌
の
繁
殖
を
抑
え
る
薬
、
毛
穴

の
詰
ま
り
を
改
善
す
る
薬
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

医
療
機
関
で
は
患
者
さ
ん
の
症
状
や
生
活
環

境
な
ど
に
合
わ
せ
て
こ
れ
ら
の
薬
を
組
み
合

わ
せ
て
処
方
し
ま
す
。

　

ま
た
日
常
生
活
で
は
次
の
よ
う
な
こ
と
に

気
を
付
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
食
生
活
で

は
糖
質
や
脂
質
の
過
剰
摂
取
を
避
け
、
コ
ー

ヒ
ー
、
タ
バ
コ
、
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
取
り

過
ぎ
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
化
粧
は
油
性

フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
は
避
け
、
帰
宅
し
た
ら

な
る
べ
く
早
く
落
と
す
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
ニ
キ
ビ
を
隠
そ
う
と
し
て
厚
塗
り
し
た

り
、
額
や
頬
を
髪
の
毛
で
覆
っ
た
り
す
る
こ

と
は
、
か
え
っ
て
ニ
キ
ビ
を
悪
化
さ
せ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
の

マ
ス
ク
着
用
が
必
須
で
す
が
、
マ
ス
ク
に
よ

る
肌
ト
ラ
ブ
ル
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

感
染
予
防
の
た
め
に
は
不
織
布
マ
ス
ク
が
推

奨
さ
れ
ま
す
が
、
摩
擦
や
蒸
れ
、
乾
燥
に
よ

り
皮
膚
に
ダ
メ
ー
ジ
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
肌
と
マ
ス
ク
の
間
に
柔
ら
か
い

布
を
挟
む
な
ど
の
工
夫
も
必
要
で
す
。　

　

ま
た
顔
や
身
体
は
清
潔
に
保
ち
、
さ
ら
に

洗
浄
後
の
適
切
な
保
湿
も
忘
れ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
爪
は
短
く
切
り
ま
し
ょ
う
。
夜
更
か

し
を
避
け
て
十
分
な
睡
眠
を
取
り
、
規
則
正

し
い
生
活
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

●エネルギー 170kcal/人　●食塩相当量 0.7g/人

材料（４人分）

　れる。浮き上がってしばらく茹でたらすくい上げ、
　冷水に取って冷やす。
⑤水気を切って皿に盛り、③をかける。
★ひとことポイント★
　みたらしあんの代わりにきな粉をまぶしてもおい
しくいただけます。

①豆腐はざるに上げ、10～20分ほど水を切る。
②①をボウルに入れて、手で崩し、白玉粉と砂糖を
　加えてよく混ぜる。
③鍋にＡを入れ、へらでかき混ぜながら、とろりと
　するまで煮詰める。
④鍋に湯を沸かし、②を 1口大に丸めて落とし入

・絹ごし豆腐
　　　　…1/2丁（200g)
・白玉粉…100g　　　　　
・砂糖…20g

・しょうゆ…大さじ１
・砂糖…25g
・片栗粉…小さじ１･1/2
・水…50ml

作り方
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基
本
的
感
染
防
止
対
策
を
継
続

し
ま
し
ょ
う

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
か

ら
３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
第
６
波
で
は
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
が
大
流
行
し
ま
し
た
が
、
感
染

し
て
も
無
症
状
や
軽
症
の
場
合
が
多
い
こ
と

時
間
外
窓
口　

毎
月
第
１
・
第
３
木
曜
日　

17
時
15
分
〜
19
時

※
祝
日
の
場
合
は
翌
週
の
木
曜
日
（
年
末
年

始
は
除
く
）

開
設
場
所　

市
民
課 （
1
階
）

業
務
内
容  

〇
転
入
・
転
出
・
転
居
な
ど
の

住
民
異
動
の
手
続
き　

〇
印
鑑
登
録
申
請
の

手
続
き　

〇
住
民
票
、
印
鑑
証
明
書
、
戸
籍

関
係
証
明
書
、
課
税
関
係
証
明
書
な
ど
の
発

行  

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

（
要
電
話
予
約
）

※
総
合
支
所
、
支
所
、
出
張
所
は
対
象
外
で

す※
他
機
関
に
確
認
が
必
要
な
場
合
な
ど
は
手

続
き
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

問
市
民
課
☎（
29
）５
０
３
９

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
の

時
間
外
窓
口
の
変
更

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
た
人
の

時
間
外
の
交
付
窓
口
の
日
程
を
４
月
か
ら
変

更
し
ま
す
。

●
市
民
課

時
間
外
窓
口　

毎
月
第
１
・
第
３
木
曜
日　

17
時
15
分
〜
19
時

※
祝
日
の
場
合
は
翌
週
の
木
曜
日
（
年
末
年

始
は
除
く
）

※
要
電
話
予
約

●
総
合
支
所
・
玖
珂
支
所

時
間
外
窓
口　

毎
月
第
１
木
曜
日　

17
時
15

分
〜
19
時

※
祝
日
の
場
合
は
翌
週
の
木
曜
日
（
年
末
年

始
は
除
く
）

※
電
話
予
約
不
要

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
業
務
以
外
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い

問
市
民
課
☎（
29
）５
０
３
９
、
総
合
支
所

道
路
情
報
の
提
供
を
お
願
い
し

ま
す

　

道
路
を
走
行
中
、
路
上
に
で
き
た
穴
で
タ

イ
ヤ
な
ど
を
破
損
す
る
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
走
行
に
支
障
の
な
い
小
さ
な
穴
で
も
、

雨
や
大
型
車
両
の
通
行
に
よ
り
短
時
間
で
大

き
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
異
常
を

発
見
し
た
と
き
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
岩
国
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

に
友
だ
ち
登
録
す
る
と
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

か
ら
も
簡
単
に
情
報
提
供
が
で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い

問
道
路
課
☎（
29
）５
１
３
０
、
総
合
支
所
、

支
所

な
ど
か
ら
、
気
が
緩
み
、
感
染
防
止
対
策
が

お
ろ
そ
か
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

　

特
に
高
齢
者
や
基

※

礎
疾
患
な
ど
の
あ
る
人

は
、
重
症
化
す
る
リ
ス
ク
が
高
い
た
め
、
こ

れ
ら
の
人
と
日
常
的
に
接
す
る
人
は
、
感
染

し
な
い
よ
う
、
慎
重
な
行
動
を
心
掛
け
、
引

き
続
き
、
一
人
一
人
が
感
染
防
止
対
策
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。

　

感
染
者
が
急
増
し
な
い
よ
う
、
基
本
的
な

感
染
防
止
対
策
（
マ
ス
ク
の
正
し
い
着
用
、

小
ま
め
な
手
洗
い
・
手
指
消
毒
、
換
気
、
人

と
の
距
離
の
確
保
、
共
有
部
分
の
消
毒
な

ど
）
の
実
施
に
加
え
て
、
食
事
の
合
間
の
会

話
時
の
マ
ス
ク
着
用
、
感
染
リ
ス
ク
が
高
い

場
面
や
場
所
へ
の
外
出
を
控
え
る
な
ど
、
家

庭
内
、
職
場
な
ど
で
の
感
染
防
止
対
策
に
つ

い
て
、
今
一
度
見
直
し
、
徹
底
す
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

※
重
症
化
リ
ス
ク
の
あ
る
基
礎
疾
患
な
ど
＝

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
、
慢
性
腎
臓
病
、
糖
尿

病
、
高
血
圧
、
心
血
管
疾
患
、
肥
満
、
喫
煙

問
健
康
推
進
課
☎（
24
）３
７
５
１

市
民
課
の
一
部
業
務
の

　

時
間
外
窓
口
を
開
設
し
ま
す

　

平
日
に
窓
口
で
申
請
で
き
な
い
人
の
た
め

に
市
民
課
の
一
部
窓
口
業
務
に
つ
い
て
時
間

外
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

ホームページ

お
知
ら
せ

11 2022.4.1

●
市

役

所
☎（
29
）５
０
０
０

●
由
宇
総
合
支
所
☎（
63
）１
１
１
１

●
周
東
総
合
支
所
☎（
84
）１
１
１
１

●
玖
珂
支
所
☎（
82
）２
５
１
１

●
錦
総
合
支
所
☎（
72
）２
１
１
１

●
美
川
支
所
☎（
76
）０
３
１
１

●
美
和
総
合
支
所
☎（
96
）１
１
１
１

●
本
郷
支
所
☎（
75
）２
３
１
１
岩国市役所　〒740－8585
岩国市今津町一丁目14番51号

問
い
合
わ
せ
（
代
表
）

ＬＩＦＥ

くらしの情報

　身近な話題や募集情報など
をお届けします。



募
集
期
間　

随
時
（
予
算
の
範
囲
内
で
先
着

順
）

※
事
業
内
容
な
ど
を
確
認
す
る
た
め
事
業
開

始
の
１
カ
月
前
ま
で
に
相
談
し
て
下
さ
い

申
問
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵

送
ま
た
は
直
接
、
障
害
者
支
援
課
☎（
29
）２

５
２
２

岩
国
市
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

支
援
専
門
人
材
育
成
奨
励
金

　

聴
覚
、
視
覚
、
音
声
・
言
語
機
能
に
障
害

が
あ
る
人
の
意
思
疎
通
を
支
援
す
る
専
門
人

材
の
育
成
の
た
め
、
専
門
研
修
な
ど
を
修
了

し
た
人
ま
た
は
専
門
資
格
を
取
得
し
た
人
に

奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

※
金
額
、
要
件
な
ど
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

●
専
門
研
修
等
修
了
者

対
象　

市
内
に
在
住
す
る
人
で
令
和
４
年
４

月
１
日
以
降
に
次
の
い
ず
れ
か
の
研
修
を
修

了
し
た
人

○
山
口
県
手
話
通
訳
者
養
成
講
座　

○
山
口

県
要
約
筆
記
者
登
録
全
国
統
一
試
験
対
策
講

座　

○
山
口
県
盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
養

成
講
習
会　

○
山
口
県
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
習
会　

○
点
字
指
導
員
資
格
認
定
講

習●
専
門
資
格
取
得
者

対
象　

市
内
に
在
住
す
る
人
で
令
和
４
年
４

私
道
舗
装
等
工
事
費
を

　
　
　
　
　
　
　

補
助
し
ま
す

　

普
段
、
皆
さ
ん
が
利
用
し
て
い
る
道
路
に

は
公
道
と
私
道
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
う
ち

私
道
を
舗
装
す
る
な
ど
の
整
備
を
す
る
際
に

は
、
補
助
を
受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

補
助
を
受
け
る
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　

９
月
30
日
㈮
ま
で

申
問
道
路
課
☎（
29
）５
１
３
０
、
総
合
支
所

障
害
者
の
活
動
支
援
団
体
へ

　
　
　

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　

障
害
者（
児
）が
自
立
し
た
日
常
生
活
や
社

会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
自
発
的

に
活
動
す
る
団
体
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
在
住
す
る
障
害
者（
児
）、
そ

の
家
族
ま
た
は
関
係
者
な
ど
か
ら
な
る
団
体

で
、
新
た
に
自
発
的
な
支
援
事
業
を
行
い
、

市
の
定
め
る
要
件
を
満
た
す
も
の　

対
象
事
業　

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
、
災
害
対
策
、

孤
立
防
止
支
援
、
社
会
活
動
支
援
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
支
援
、
療
育
・
ス
ポ
ー
ツ
支
援
、
理

解
促
進
啓
発
な
ど

補
助
額　

対
象
と
な
る
事
業
の
経
費
全
額

（
10
万
円
を
限
度
）

※
１
団
体
に
つ
き
同
一
年
度
内
で
１
回
限
り

月
１
日
以
降
に
次
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
取

得
し
た
人

○
山
口
県
手
話
通
訳
者
資
格　

○
山
口
県
要

約
筆
記
者
資
格　

○
点
字
指
導
員
資
格

問
障
害
者
支
援
課
☎（
29
）２
５
２
２

新
規
創
業
者
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

●
岩
国
市
創
業
支
援
補
助
金

　

市
内
で
商
業
活
動
を
営
も
う
と
す
る
次
の

人
に
、
開
業
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　

こ
れ
か
ら
創
業
す
る
人
や
創
業
し
て

１
年
以
内
の
人
で
、
い
わ
く
に
創
業
カ
レ
ッ

ジ
ま
た
は
特
定
創
業
支
援
等
事
業
を
修
了
し

た
人

※
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

問
商
工
振
興
課
☎（
29
）５
１
１
０ ホームページホームページ

市では、自主財源の確保と地元企業の育成を図るため、有料広告を掲載しています。
12広報いわくに



店
舗
の
魅
力
向
上
の
た
め
の

工
事
費
用
を
助
成
し
ま
す

●
岩
国
市
店
舗
魅
力
向
上
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
補

助
金

　

集
客
力
向
上
を
目
的
と
し
た
改
装
工
事
を

行
う
事
業
者
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

対
象　

既
存
店
舗
の
事
業
者
が
行
う
店
舗
改

装
工
事

※
中
心
市
街
地
を
除
く
市
内
の
店
舗
に
限
る

対
象
業
種　

飲
食
業
、
小
売
業
、
生
活
関
連

サ
ー
ビ
ス
業（
洗
濯・理
容・美
容
業
に
限
る
）

補
助
額　

対
象
費
用
（
消
費
税
を
除
く
）
の

２
分
の
１
（
50
万
円
を
限
度
）

※
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

問
商
工
振
興
課
☎（
29
）５
１
１
０

岩
国
市
内
企
業
検
索
サ
イ
ト
を

公
開
し
て
い
ま
す

　

就
職
活
動
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「Iw

akuni
C
om
pany　

G
uide

」
を
手
軽
に
閲
覧
・

検
索
で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
公
開
し
て
い

特
定
外
来
生
物

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
に
注
意
！

　

岩
国
市
の
一
部
地
域
で
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
ア
リ
の
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
植

木
鉢
、
資
材
な
ど
を
移
動
す
る
場
合
は
、
ア

リ
の
有
無
を
確
認
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
の
特
徴
は
、
体
色
が

赤
褐
色
〜
黒
褐
色
、
体
長
が
２
・
５
〜
３
㍉

程
度
、
体
は
細
く
触
覚
が
長
い
な
ど
で
す
。

　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
と
思
わ
れ
る
ア
リ
を

見
つ
け
た
場
合
や
、
不
明
な
点
が
あ
る
と
き

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
保
全
課
☎（
29
）５
１
０
０

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
防
除
の
た

め
の
薬
剤
を
支
給
し
ま
す

　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
の
一
斉
防
除
活
動
を

行
う
自
治
会
へ
薬
剤
を
一
部
支
給
し
ま
す
。

申
請
期
間　

４
月
22
日
㈮
ま
で

申
問
環
境
保
全
課
☎（
29
）５
１
０
０

ま
す
。

　

市
内
の
企
業
の
魅
力
や
取
り
組
み
が
分
か

る
会
社
情
報
や
先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

岩
国
市
の
魅
力
あ
る
企
業
を
よ
り
広
く
知

る
き
っ
か
け
に
、
ま
た
就
職
を
検
討
す
る
際

に
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
商
工
振
興
課
☎（
29
）５
１
１
０

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

期
間　

４
月
６
日
㈬
〜
15
日
㈮

重
点
目
標　

○
子
供
を
は
じ
め
と
す
る
歩
行

者
の
安
全
の
確
保　

○
歩
行
者
保
護
や
飲
酒

運
転
根
絶
な
ど
の
安
全
運
転
意
識
の
向
上

〇
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底
と
安

全
確
保　

○
横
断
歩
道
に
お
け
る
歩
行
者
優

先
の
徹
底

問
く
ら
し
安
心
安
全
課
☎（
29
）５
０
１
８

ホームページ

ホームページ

広告の問い合わせは、山陽印刷株式会社☎0827(22)3330
13 2022.4.1



市
政
番
組

「
ち
か
く
に  

い
わ
く
に
」
配
信

　

K
R
Y
山
口
放
送
の
サ
イ
ト
で
、
過
去
の

放
送
を
配
信
し
て
い
ま
す
。
見
逃
し
た
人
は

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

最
新
放
送
分　

は
じ
め
た
い
を
応
援
！
ビ
ジ

ネ
ス
の
懸
け
橋C

lass Biz.

問
広
報
戦
略
課
☎（
29
）５
０
１
６

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
関
す
る

傷
病
手
当
金
を
支
給
し
ま
す

　

６
月
30
日
㈭
ま
で
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
感
染
ま
た
は
感
染
の
疑
い
で

仕
事
を
休
み
、
事
業
主
か
ら
十
分
な
報
酬
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
、
傷
病
手
当
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

対
象　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

①
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
従
業
員

②
雇
用
主
で
な
い

③
岩
国
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
、
ま

た
は
岩
国
市
民
で
山
口
県
後
期
高
齢
者
医
療

の
被
保
険
者

き
ま
す
。

問
岩
国
年
金
事
務
所
☎（
24
）２
２
２
２

新
卒
の
介
護
福
祉
士
に
給
付
金

を
給
付
し
ま
す

対
象　

次
の
２
つ
の
要
件
を
満
た
す
人

〇
市
内
に
在
住
す
る
人

〇
令
和
２
年
度
ま
た
は
３
年
度
に
養
成
機
関

を
卒
業
後
、
市
内
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
で
常
勤
の
介
護
福
祉
士
と
し
て
初
め
て

就
職
し
、
同
じ
雇
用
形
態
で
１
年
以
上
継
続

し
て
勤
務
し
た
人

給
付
額　

10
万
円　

募
集
期
間　

４
月
１
日
㈮
〜
令
和
５
年
３
月

31
日
㈮

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い

申
問
介
護
保
険
課
☎（
29
）２
５
１
１

鳥
獣
害
防
止
対
策
事
業
補
助
金

を
交
付
し
ま
す

　

市
内
で
農
林
作
物
を
生
産
す
る
人
や
鳥
獣

④
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し

た
、
ま
た
は
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
り
感
染

が
疑
わ
れ
る

⑤
連
続
す
る
３
日
間
を
含
み
４
日
以
上
、
療

養
の
た
め
仕
事
に
就
け
な
い

⑥
休
業
し
た
期
間
に
つ
い
て
給
与
の
支
払
い

が
な
い
（
給
与
の
支
払
い
が
あ
っ
て
も
そ
の

額
が
傷
病
手
当
金
の
額
よ
り
も
少
な
い
場
合

は
、
そ
の
差
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
）

※
受
給
す
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
事
前

に
必
ず
電
話
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い

問
保
険
年
金
課
☎（
29
）５
０
８
３

国
民
年
金
手
帳
が
基
礎
年
金
番

号
通
知
書
に
切
り
替
わ
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
20
歳
到
達
時
点
で
初
め
て
年
金

制
度
へ
加
入
す
る
人
や
20
歳
前
に
厚
生
年
金

制
度
の
被
保
険
者
と
な
っ
た
人
、
再
交
付
申

請
を
し
た
人
に
対
し
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

年
金
手
帳
を
交
付
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和

４
年
４
月
１
日
以
降
の
交
付
分
か
ら
、
年
金

手
帳
に
替
わ
り
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

※
既
に
年
金
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る
人
に

は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
の
交
付
は
行
わ
れ

ま
せ
ん

※
年
金
手
帳
は
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
も

「
基
礎
年
金
番
号
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
書
類
」
と
し
て
、
引
き
続
き
利
用
で

ホームページ
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に
よ
る
被
害
を
受
け
て
い
る
人
が
、
被
害
防

止
資
材
を
設
置
す
る
場
合
、
そ
の
購
入
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

※
資
材
購
入
費
の
う
ち
、
商
品
券
、
店
舗
か

ら
付
与
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
・
ク
ー
ポ
ン
の
他
、

補
助
対
象
外
と
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

補
助
金
額　

○
個
人
で
実
施
す
る
場
合
＝
資

材
費
の
２
分
の
１
（
7
万
５
千
円
を
限
度
）

○
共
同
で
実
施
す
る
場
合
＝
資
材
費
の
２
分

の
１
（
75
万
円
を
限
度
）

問
農
林
振
興
課
☎（
29
）5
1
7
0
、
総
合
支

所ク
マ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

こ
の
時
期
は
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
行
動
が
活

発
に
な
る
季
節
で
す
。
山
に
入
る
と
き
は
、

十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ク
マ
は
ど
ん
な
動
物
？

○
鼻
・
耳
が
よ
く
、
足
が
と
て
も
速
い
。
木

登
り
も
泳
ぎ
も
得
意　

○
１
日
に
40
〜
50
㎞

も
の
広
い
行
動
範
囲
を
持
つ

●
ク
マ
を
呼
び
寄
せ
な
い

○
学
習
能
力
が
高
く
、
人
間
の
食
べ
物
の
味

を
覚
え
る
と
執
着
す
る
た
め
、
残
飯
や
生
ご

み
を
野
外
に
放
置
し
た
り
埋
め
た
り
し
な
い

●
ク
マ
に
出
会
わ
な
い
た
め
に

○
ク
マ
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
出
る
も
の
を

携
帯
し
、
人
間
の
存
在
を
ク
マ
に
知
ら
せ
る

い
る
中
、
人
間
の
い
の
ち
と
健
康
、
尊
厳
を

守
る
赤
十
字
活
動
へ
の
ご
理
解
と
活
動
資
金

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
日
本
赤
十
字
社
山
口
県
支
部
岩
国
市
地
区

（
社
会
課
内
）
☎（
29
）５
０
７
０

野
外
焼
却（
野
焼
き
）は

　
　

原
則
禁
止
で
す

　

野
外
焼
却
は
法
律
で
原
則
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
家
庭
ご
み
や
剪せ
ん
て
い定
し
た
庭
の
木
な
ど

は
き
ち
ん
と
分
別
し
、
市
の
定
期
収
集
に
出

す
か
、
ご
み
処
理
施
設
へ
直
接
搬
入
し
て
く

だ
さ
い
。
ご
み
の
出
し
方
は
ご
み
収
集
カ
レ

ン
ダ
ー
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

●
農
作
業
に
伴
う
雑
草
な
ど
の
焼
却

　

雑
草
な
ど
の
焼
却
は
禁
止
の
例
外
で
す
が
、

湿
っ
た
物
の
焼
却
や
多
量
の
焼
却
を
す
る
と
、

大
量
の
煙
が
発
生
し
近
所
に
迷
惑
が
掛
か
り

ま
す
。
や
む
を
得
ず
焼
却
す
る
場
合
で
も
短

時
間
で
終
わ
る
よ
う
に
よ
く
乾
燥
さ
せ
る
な

ど
、
近
隣
住
民
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
配

慮
し
ま
し
ょ
う
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い

問
環
境
保
全
課
☎（
29
）５
１
０
０

●
ク
マ
に
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら

○
ま
ず
は
落
ち
着
い
て
状
況
判
断
す
る
。
急

に
走
る
と
、
反
射
的
に
追
い
掛
け
て
く
る

○
ク
マ
が
気
付
い
て
動
か
な
い
と
き
は
、
目

を
に
ら
み
付
け
な
が
ら
背
中
を
見
せ
ず
、
ゆ

っ
く
り
離
れ
る　

○
遠
く
に
い
れ
ば
、
そ
っ

と
離
れ
る
か
声
を
出
し
こ
ち
ら
に
気
付
か
せ

る　

○
ク
マ
が
近
づ
い
て
来
る
場
合
は
、
持

ち
物
を
一
つ
ず
つ
置
い
て
注
意
を
そ
ら
し
、

ク
マ
と
の
間
に
障
害
物
が
く
る
よ
う
に
後
退

す
る
。
そ
れ
で
も
近
づ
く
と
き
は
、
首
の
後

ろ
で
手
を
組
み
、
う
つ
ぶ
せ
で
丸
く
な
り
、

立
ち
去
る
の
を
待
つ　

○
子
グ
マ
が
い
れ
ば

必
ず
近
く
に
母
グ
マ
が
い
る
の
で
注
意
す
る

※
ク
マ
の
目
撃
情
報
は
、
警
察
署
、
農
林
振

興
課
ま
た
は
総
合
支
所
農
林
建
設
課
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い

問
農
林
振
興
課
☎（
29
）５
１
７
０
、
岩
国
警

察
署
生
活
安
全
課
☎（
24
）0
1
1
0

献
血
事
業
な
ど
を
行
う

　

日
赤
活
動
資
金
に
ご
協
力
を

　

災
害
時
の
被
災
者
救
護
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
な
ど
の
感
染
症
拡
大
防
止
へ
の
対

応
、
防
災
・
減
災
の
普
及
啓
発
や
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成
、
血
液
事
業
な
ど
、
日
本
赤

十
字
社
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
は
皆
さ
ん
か
ら

の
継
続
的
な
支
援
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
災
害
が
大
規
模
化
・
頻
発
化
し
て

ホームページ
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岩
国
航
空
基
地
フ
レ
ン
ド
シ
ッ

プ
デ
ー
は
中
止
に
な
り
ま
し
た

　

岩
国
航
空
基
地
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
デ
ー

２
０
２
２
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
万
全
を
期
す
た
め
、
中
止
に
な
り

ま
し
た
。

問
観
光
振
興
課
☎（
29
）５
１
１
６
、
基
地
政

策
課
☎（
29
）５
０
２
４

米
軍
の
弾
薬
処
理

日
時　

４
月
１
日
㈮
・
４
日
㈪
・
５
日
㈫
・

13
日
㈬
・
21
日
㈭
・
25
日
㈪
・
26
日
㈫ 

８
時
〜
17
時

場
所　

姫
子
島

※
都
合
で
行
わ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

問
基
地
政
策
課
☎（
29
）５
０
２
４

令
和
４
年
度
国
民
年
金
保
険
料

　

令
和
４
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
月
額

１
万
６
５
９
０
円
、
付
加
保
険
料
は
月
額
４

０
０
円
で
す
。
４
月
上
旬
に
１
年
分
の
納
付

書
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
各
月
の
翌
月

末
日
ま
で
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
５
月
２
日
㈪
ま
で
に
ま
と
め
て
前
納
す
る

と
割
引
が
あ
り
ま
す
。
２
年
前
納
を
希
望
す

を
取
得
し
て
い
る
人　

②
ブ
リ
ッ
ジ
プ
ロ
グ

ラ
ム
＝
英
検
２
級
な
ど
を
取
得
し
て
い
る
人

面
接
日　

５
月
29
日
㈰
（
予
定
）

場
所　

市
役
所

募
集
期
間　

４
月
１
日
㈮
〜
５
月
20
日
㈮

（
必
着
）

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い

※
ブ
リ
ッ
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
模
擬
授
業
は

ウ
ェ
ブ
で
体
験
で
き
ま
す

※
ブ
リ
ッ
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
県
の
助
成
金

が
あ
り
ま
す

申
問
都
市
交
流
室
☎（
29
）５
２
１
１

（
介
護
予
防
）認
知
症
対
応
型

共
同
生
活
介
護
事
業
者

 

令
和
５
年
３
月
末
ま
で
に
事
業
所
を
開
設

で
き
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

対
象
事
業
を
開
設
す
る
意
思
の
あ
る

法
人
（
設
立
予
定
で
あ
る
も
の
も
含
む
）

対
象
圏
域 

○
岩
国
１
（
麻
里
布
、東
、装
港
、

柱
島
、川
下
、愛
宕
、小
瀬
）　

○
岩
国
２
（
岩

国
、
平
田
、
藤
河
、
御
庄
、
北
河
内
、
南
河
内
、

師
木
野
）　

○
岩
国
５
（
錦
、
本
郷
、
美
川
、

る
人
は
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
年
金
事

務
所
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

※
５
月
以
降
に
前
納
を
希
望
す
る
場
合
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

問
保
険
年
金
課
☎（
29
）５
０
８
６
、
総
合
支

所
、
支
所
、
岩
国
年
金
事
務
所
☎（
24
）２
２

２
２

募
集岩

国
基
地
内
大
学
就
学
希
望
者

〜
岩
国
で
ア
メ
リ
カ
留
学
〜

 

米
海
兵
隊
岩
国
航
空
基
地
内
に
あ
る
大
学

へ
の
日
本
人
の
就
学
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

コ
ー
ス
は
正
規
コ
ー
ス
の
ほ
か
英
語
力
強
化

の
た
め
の
ブ
リ
ッ
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま

す
。

対
象　

①
正
規
コ
ー
ス
＝
英
検
準
１
級
な
ど

美
和
）

定
員
数 

９
人
（
１
ユ
ニ
ッ
ト
）

募
集
期
間　

４
月
１
日
㈮
〜
５
月
20
日
㈮

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い

申
問
介
護
保
険
課
☎（
29
）２
５
１
１

部
活
動
指
導
員

　

市
立
中
学
校
に
勤
務
す
る
部
活
動
指
導
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
登
録
者
の
中
か
ら
勤

務
地
な
ど
の
条
件
が
合
う
人
の
面
接
を
行
い
、

採
用
を
決
定
し
ま
す
。

申
登
録
申
請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

郵
送
ま
た
は
直
接
、
学
校
教
育
課
へ

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い

問
学
校
教
育
課
☎（
29
）５
２
０
４

農
園
利
用
者

●
由
宇
南
沖
・
港
町
ふ
れ
あ
い
農
園

場
所　

由
宇
町
南
沖
三
丁
目
7
7
5
9
―
1
、

港
一
丁
目
６
０
７
７

区
画　

18
㎡

賃
貸
料　

４
千
円
／
年

問
由
宇
総
合
支
所
農
林
建
設
課

☎（
63
）１
１
１
４

前納
月数 前納金額 前納金額

（付加あり）

24カ月 382,780円
（14,540円）

392,030円
（14,890円）

12カ月 195,550円
（3,530円）

200,260円
（3,620円）

６カ月 98,730円
（810円）

101,110円
（830円）

１カ月 16,590円
（０円）

16,990円
（０円）

納付書支払いの場合の前納額

※かっこ内は割引額

ホームページ

募　

集

※イベントなどは中止・延期になる場合があります。参加する際はマスクの着用など新しい生活様式を心掛けましょう。

16広報いわくに



●
美
和
町
ほ
の
ぼ
の
農
園　

場
所　

美
和
町
生
見
２
２
１
８
―
１

区
画　

20
㎡

賃
貸
料　

3
千
円
／
年

問
美
和
総
合
支
所
農
林
建
設
課

☎（
96
）１
１
１
２

林
業
即
戦
力
短
期
育
成
塾

対
象　

18
歳
以
上
45
歳
未
満
で
、
山
林
で
の

作
業
が
可
能
な
人
（
研
修
終
了
後
、
県
内
の

林
業
認
定
事
業
体
な
ど
に
就
業
す
る
こ
と
が

条
件
）

日
時　

５
月
17
日
㈫
〜
10
月
17
日
㈪
の
う
ち

55
日
間

場
所　

山
口
県
林
業
指
導
セ
ン
タ
ー
（
山
口

市
）
他

内
容　

木
材
生
産
に
必
要
な
資
格
の
取
得
、

高
性
能
林
業
機
械
の
基
本
操
作
の
習
得
な
ど

給
付
金　

12
万
５
千
円
／
月
（
要
件
あ
り
）

募
集
期
間　

４
月
27
日
㈬
ま
で
（
必
着
）

申
問
所
定
の
申
請
書
（
山
口
県
森
林
企
画
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
山
口
県
森
林
企
画
課

☎
０
８
３（
９
３
３
）３
４
６
０

岩
国
地
域
農
業
入
門
塾（
野
菜
）

対
象　

市
内
に
在
住
し
、
販
売
目
的
で
野
菜

栽
培
を
営
む
こ
と
を
強
く
希
望
す
る
農
業
未

経
験
者
、
最
近
野
菜
栽
培
を
始
め
た
人

期
間　

６
月
〜
令
和
５
年
２
月
の
原
則
第
２

土
曜　

９
時
〜
12
時

定
員　

10
人
程
度

内
容　

野
菜
に
関
す
る
基
礎
知
識
、
栽
培
技

術
の
習
得
に
関
す
る
講
義
と
実
習

料
金　

８
千
円

募
集
期
間 

４
月
１
日
㈮
〜
26
日
㈫

申 

Ｊ
Ａ
窓
口
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｊ
Ａ

窓
口
へ

問
山
口
県
農
業
協
同
組
合
岩
国
統
括
本
部
指

導
販
売
課
☎（
28
）６
３
１
８

FAX（
28
）６
３
１
９

試
験自

衛
隊
一
般
幹
部
候
補
生

対
象 

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人

※
22
歳
未
満
は
大
卒
者
（
見
込
み
も
含
む
）

※
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
（
見
込
み
も
含

む
）
は
28
歳
未
満

試
験
日 

４
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

募
集
期
間 

４
月
14
日
㈭
ま
で

申
問
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
岩
国
地
域

事
務
所
☎（
23
）１
５
８
０

※
資
格
取
得
見
込
み
の
人
は
、
令
和
５
年
４

月
１
日

勤
務
場
所　

錦
中
央
病
院
、
美
和
病
院
ま
た

は
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
く
ら

●
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士

受
験
資
格　

昭
和
48
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
、
理
学
療
法
士
資
格
ま
た
は
作
業
療
法

士
資
格
を
有
す
る
人

募
集
人
員　

若
干
名

募
集
期
間　

４
月
１
日
㈮
〜
14
日
㈭（
必
着
）

試
験
日
時　

４
月
21
日
㈭　

13
時
30
分
〜

試
験
場
所　

市
役
所

種
目　

作
文
、
面
接
、
適
性
検
査

採
用
予
定
日　

令
和
４
年
６
月
１
日
以
降

勤
務
場
所　

錦
中
央
病
院
、
美
和
病
院
ま
た

は
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
く
ら

申
所
定
の
申
込
書
（
市
職
員
採
用
専
用
サ
イ

ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
写
真
１
枚
（
縦

４
㎝
×
横
３
㎝
）
を
貼
付
し
、
郵
送
ま
た
は

直
接
、
職
員
課
へ
（
郵
送
の
場
合
は
簡
易
書

留
と
し
、
84
円
切
手
を
貼
付
し
た
返
信
用
封

筒
（
長
形
３
号
）
を
同
封
）

※
詳
細
は
募
集
要
項
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

（
市
職
員
採
用
専
用
サ
イ
ト
か
ら
閲
覧
可
）

問
職
員
課
☎（
29
）５
０
３
６

市
職
員

●
医
師
・
薬
剤
師

受
験
資
格　

①
医
師
＝
昭
和
33
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
、
医
師
資
格
を
有
す
る
人　

②
薬
剤
師
＝
昭
和
42
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
、
薬
剤
師
資
格
を
有
す
る
人
（
令
和
５

年
３
月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）

募
集
人
員　

①
＝
若
干
名　

②
＝
２
人
程
度

募
集
期
間　

随
時（
土
・
日
曜
、祝
日
を
除
く
）

試
験
日
・
場
所　

受
験
者
に
別
途
通
知

種
目　

①
＝
面
接　

②
＝
作
文
、
面
接
、
適

性
検
査

採
用
予
定
日　

試
験
日
の
お
お
む
ね
１
カ
月

後
（
採
用
日
は
各
月
１
日
）

※
②
の
資
格
取
得
見
込
み
の
人
は
、
令
和
５

年
４
月
１
日

勤
務
場
所　

①
②
い
ず
れ
も
錦
中
央
病
院
ま

た
は
美
和
病
院

●
看
護
師
・
准
看
護
師

受
験
資
格　

昭
和
42
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
、
看
護
師
資
格
ま
た
は
准
看
護
師
資
格

を
有
す
る
人
（
令
和
５
年
３
月
ま
で
に
取
得

見
込
み
の
人
を
含
む
）

募
集
人
員　

２
人
程
度

募
集
期
間　

４
月
１
日
㈮
〜
14
日
㈭（
必
着
）

試
験
日
時　

４
月
21
日
㈭　

13
時
30
分
〜

試
験
場
所　

市
役
所

種
目　

作
文
、
面
接
、
適
性
検
査

採
用
予
定
日　

令
和
４
年
６
月
１
日
以
降

職員採用専用サイト

試　

験

料金の記載がないものは原則無料です
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育
児
休
業
代
替
任
期
付
職
員
の

登
録

　

育
児
休
業
を
取
得
す
る
市
職
員
の
代
替
と

し
て
任
期
を
定
め
て
勤
務
す
る
職
員
の
登
録

試
験
で
す
。
採
用
は
職
員
の
育
児
休
業
の
取

得
状
況
に
よ
り
変
動
し
ま
す
の
で
、
登
録
さ

れ
て
も
採
用
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

職
種　

①
事
務
職　

②
保
育
士
・
幼
稚
園
教

諭　

③
保
健
師　

④
社
会
福
祉
士

受
験
資
格　

①
＝
平
成
16
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
高
等

学
校
以
上
（
こ
れ
と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
も

の
を
含
む
）
を
卒
業
し
た
人　

②
＝
保
育
士

資
格
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
免
許
を
有
す
る
人

③
＝
保
健
師
資
格
を
有
す
る
人　

④
＝
社
会

福
祉
士
資
格
を
有
す
る
人

募
集
人
員　

①
＝
２
人
程
度　

②
＝
岩
国
・

由
宇
地
区
で
４
人
程
度
、
玖
珂
・
周
東
地
区

で
２
人
程
度
、
美
和
・
本
郷
地
区
で
２
人
程

度　

③
＝
若
干
名　

④
＝
１
人
程
度

募
集
期
間　

４
月
１
日
㈮
〜
14
日
㈭（
必
着
）

１
次
試
験
日
時　

４
月
21
日
㈭　

９
時
〜

試
験
場
所　

市
役
所

種
目　

Ｓ
Ｐ
Ｉ

※
２
次
試
験
は
面
接

採
用
予
定
日　

６
月
１
日
以
降

名
簿
登
載
期
間　

３
年
間

申
所
定
の
申
込
書
（
市
職
員
採
用
専
用
サ
イ

ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
写
真
１
枚
（
縦

講
演
・
講
座

国
際
理
解
講
座

　
　

ス
ペ
イ
ン
文
化
を
学
ぼ
う

日
時　

４
月
24
日
㈰　

14
時
〜
16
時

場
所　

岩
国
市
民
文
化
会
館　

小
ホ
ー
ル

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

内
容　

ス
ペ
イ
ン
の
文
化
や
生
活
習
慣
の
紹

介
、
メ
レ
ン
ゲ(

ラ
テ
ン
ダ
ン
ス)

の
体
験

講
師　

G
em
a G
alvez

氏
（
山
口
県
国
際

交
流
員
）

募
集
期
間　

４
月
４
日
㈪　

９
時
〜
20
日
㈬

問
都
市
交
流
室
☎（
29
）５
２
１
１

手
話
奉
仕
員
養
成
等
講
座

　

手
話
の
日
常
表
現
を
習
得
し
、
聴
覚
障
害

者
の
支
援
を
行
う
手
話
奉
仕
員
を
養
成
し
ま

す
。

※
一
部
講
座
は
、
ろ
う
児
と
そ
の
家
族
が
手

話
を
学
ぶ
場
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す

対
象　

18
歳
以
上
（
ろ
う
児
を
除
く
）
で
市

内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

※
ろ
う
児
の
参
加
可
能
年
齢
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い

日
時　

５
月
14
日
㈯
〜
11
月
26
日
㈯
の
指
定

す
る
土
曜
ま
た
は
日
曜（
全
26
回
）　

４
㎝
×
横
３
㎝
）
を
貼
付
し
、
郵
送
ま
た
は

直
接
、
職
員
課
へ
（
郵
送
の
場
合
は
簡
易
書

留
と
し
、
84
円
切
手
を
貼
付
し
た
返
信
用
封

筒
（
長
形
３
号
）
を
同
封
）

問
職
員
課
☎（
29
）５
０
３
６

相
談成

年
後
見
制
度
の
相
談
窓
口
を

開
設
し
ま
す

　

認
知
症
、
知
的
障
害
そ
の
他
の
精
神
上
の

障
害
な
ど
に
よ
り
、
自
分
で
判
断
す
る
こ
と

が
難
し
い
人
が
自
分
ら
し
く
生
活
す
る
た
め
、

成
年
後
見
制
度
や
手
続
き
に
関
す
る
相
談
窓

口
を
「
く
ら
し
自
立
応
援
セ
ン
タ
ー
い
わ
く

に
」
に
開
設
し
ま
し
た
。

日
時　

毎
週
月
〜
金
曜　

８
時
30
分
〜
17
時

15
分

場
所　

福
祉
会
館

問
く
ら
し
自
立
応
援
セ
ン
タ
ー
い
わ
く
に

（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）
☎（
24
）２
５
７
１

場
所　

福
祉
会
館

定
員　

30
人
程
度
（
先
着
順
）

内
容　

手
話
に
必
要
な
基
礎
知
識
・
基
礎
表

現
能
力
を
学
ぶ

料
金　

３
３
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

※
一
部
受
講
の
ろ
う
児
な
ど
は
無
料

募
集
期
間　

４
月
28
日
㈭
ま
で

申
問
岩
国
市
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

☎（
43
）３
６
６
３

ユ
ネ
ス
コ
英
会
話
教
室

対
象　

ユ
ネ
ス
コ
活
動
に
賛
同
し
、
市
内
に

在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
高
校
生
以
上
の
人

※
高
校
生
は
、
学
校
長
の
許
可
と
保
護
者
の

承
認
が
必
要

期
間　

５
月
〜
令
和
５
年
２
月
ま
で
の
指
定

す
る
木
曜　

18
時
30
分
〜
20
時
（
計
25
回
）

場
所　

岩
国
市
民
文
化
会
館　

研
修
室

定
員　

①
初
級
ク
ラ
ス
＝
23
人　

②
中
級
ク

ラ
ス
＝
14
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

内
容　

①
＝
英
会
話
が
初
め
て
の
人
向
け　

②
＝
多
少
英
会
話
が
で
き
る
人
向
け

講
師　

①
＝M

s.N
guyen T

am
  T
hien

②
＝M

r.Richard C
astillo

料
金　

各
１
万
４
千
円
（
ユ
ネ
ス
コ
会
費
、

教
材
費
を
含
む
）

募
集
期
間　

4
月
25
日
㈪
ま
で
（
必
着
）

申
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

相　

談

職員採用専用サイト

講
演
・
講
座

※イベントなどは中止・延期になる場合があります。参加する際はマスクの着用など新しい生活様式を心掛けましょう。
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話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
希
望
ク
ラ
ス

を
記
入
し
、
郵
送
で
岩
国
ユ
ネ
ス
コ
協
会
事

務
局
へ

問
岩
国
ユ
ネ
ス
コ
協
会
事
務
局
（
生
涯
学
習

課
内
）
☎（
29
）５
２
１
０

い
わ
く
に
創
業
カ
レ
ッ
ジ

２
０
２
２

対
象　

未
創
業
の
人
ま
た
は
創
業
し
て
１
年

以
内
の
人

日
時　

４
月
25
日
㈪
〜
６
月
４
日
㈯　

18
時

30
分
〜
20
時
30
分

場
所　

岩
国
商
工
会
議
所

定
員　

20
人

内
容　

創
業
に
必
要
な
事
業
計
画
の
策
定
方

法
な
ど

※
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
に
変
更
に
な
る
場
合
が

第
66
回
岩
国
市
民
文
化
祭

●
第
11
回
岩
国
市
水
墨
画
展

日
時　

４
月
８
日
㈮
〜
10
日
㈰　

９
時
〜
17

時
（
10
日
は
16
時
ま
で
）

場
所　

岩
国
市
民
文
化
会
館　

展
示
室

内
容　

市
内
水
墨
画
団
体
の
合
同
作
品
展
示

問
文
化
振
興
課
☎（
29
）５
２
１
１

春
季
市
民
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

大
会
・
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

日
時　

５
月
１
日
㈰　

10
時
〜
（
受
付
開
始

＝
９
時
30
分
）

※
小
雨
決
行

場
所　

二
鹿
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

ク
ラ
ス　

○
個
人
ク
ラ
ス
（
男
女
別
）
＝

Ａ
（
無
制
限
）、
35
Ａ
（
35
歳
以
上
）、
55
Ａ

（
55
歳
以
上
）、
Ｂ
（
経
験
中
位
）、
Ｎ
（
初

心
者
）

○
グ
ル
ー
プ
ク
ラ
ス
（
２
〜
５
人
）
＝
小
学

生
組
、
中
学
生
組
、
家
族
組
、
一
般
組
、
シ

ル
バ
ー
組

料
金　

○
事
前
申
し
込
み　

個
人
＝
５
０
０

円
、
グ
ル
ー
プ
＝
１
５
０
円
／
人

○
当
日
申
し
込
み　

個
人
＝
８
０
０
円
、
グ

ル
ー
プ
＝
２
０
０
円
／
人

募
集
期
間　

４
月
25
日
㈪
ま
で（
消
印
有
効
）

※
保
険
の
関
係
上
、
な
る
べ
く
事
前
に
申
し

あ
り
ま
す

料
金　

５
千
円

募
集
期
間　

４
月
11
日
㈪
ま
で
（
必
着
）

申
問
岩
国
商
工
会
議
所
☎（
21
）４
２
０
１

イ
ベ
ン
ト

地
方
卸
売
市
場
ふ
れ
あ
い
朝
市

日
時　

４
月
16
日
㈯　

９
時
30
分
〜

※
商
品
が
な
く
な
り
次
第
終
了

場
所　

地
方
卸
売
市
場

内
容　

野
菜
・
果
物
・
水
産
物
・
精
肉
な
ど

の
販
売

※
関
連
店
舗
や
飲
食
店
な
ど
は
常
時
開
放

問
生
産
流
通
課
☎（
32
）７
３
５
５

込
ん
で
く
だ
さ
い

申
参
加
者
全
員
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、

年
齢
、
代
表
者
の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
出
場
希
望
ク
ラ
ス
を
記
入
し
て

は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、（
一
財
）岩
国

市
体
育
協
会
へ

宛
先　

〒
７
４
１
―
０
０
７
２　

平
田
一
丁

目
40
―
１

問（
一
財
）岩
国
市
体
育
協
会

☎
FAX（
32
）７
３
７
２

日
米
交
流
事
業
た
け
の
こ
堀
り

日
時　

４
月
16
日
㈯　

10
時
〜
12
時

※
雨
天
中
止

場
所　

山
口
県
東
部
森
林
組
合
錦
川
支
所
周

辺
広
場
、
隣
接
の
竹
林
（
天
尾
）

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要

内
容　

た
け
の
こ
掘
り
体
験

料
金　

５
０
０
円
（
５
歳
以
上
）

持
参
品　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
帽
子
、
軍
手
、

長
靴
、レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
、虫
よ
け
ス
プ
レ
ー

募
集
期
間　

４
月
４
日
㈪　

９
時
〜
12
日
㈫

申
問
都
市
交
流
室

☎（
29
）５
２
１
１

ホームページ

イ
ベ
ン
ト

料金の記載がないものは原則無料です
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銭
壺
山
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
キ
ン
グ

日
時　

４
月
17
日
㈰　

受
付
開
始
＝
７
時
45

分
（
登
山
開
始
＝
８
時
40
分
）

集
合
場
所　

由
宇
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、

由
西
小
学
校
、
神
東
小
学
校

内
容　

３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
、
課
題
を
ク

リ
ア
し
な
が
ら
山
頂
を
目
指
す

持
参
品　

弁
当
、
飲
み
物
、
登
山
に
必
要
な

も
の

料
金　

２
０
０
円
（
中
学
生
以
下
の
ゆ
う
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
は
無
料
）

申
問
N
Ｐ
О
法
人
ゆ
う
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

☎（
63
）1
4
0
0

献
血４

月
の
献
血

９
日
㈯　

○
フ
レ
ス
タ
モ
ー
ル
カ
ジ
ル
岩
国

10
時
〜
12
時
、
13
時
15
分
〜
16
時

10
日
㈰　

○
ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　

９
時
30

分
〜
12
時
、
13
時
15
分
〜
15
時
30
分

24
日
㈰　

○
ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　

９
時
30

分
〜
12
時
、
13
時
15
分
〜
15
時
30
分

26
日
㈫　

○
岩
国
総
合
庁
舎　

10
時
〜
16
時

※
全
血
献
血
（
４
０
０
ml
限
定
）

問
社
会
課
☎（
29
）５
０
７
０

定
員　

５
人
（
先
着
順
）

内
容　

段
ボ
ー
ル
と
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

の
芯
を
使
っ
て
、
ビ
ー
玉
滑
り
台
を
作
る

問
こ
ど
も
館
に
っ
こ
り

し
ゅ
う
と
う
児
童
館

㊡
日
曜
、
祝
日

周
東
町
下
久
原　

☎（
84
）０
１
１
２

将
棋
教
室

対
象　

小
学
生

日
時　

４
月
16
日
㈯　

10
時
〜
11
時
30
分

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

募
集
期
間　

４
月
１
日
㈮
〜
15
日
㈮

申
し
ゅ
う
と
う
児
童
館

工
作
「
あ
や
つ
り
モ
ン
キ
ー
」

対
象　

小
学
生

こ
ど
も
館
に
っ
こ
り

㊡
火
曜
、
祝
日

桂
町
二
丁
目　

☎（
24
）０
８
８
８

工
作
教
室

●
お
や
こ
で
こ
う
さ
く「
ト
ラ
さ
ん
の
ポ
ッ

ト
ン
お
と
し
」

対
象　

２
〜
６
歳
の
幼
児
と
保
護
者

日
時　

４
月
21
日
㈭　

11
時
20
分
〜
11
時
45

分
（
当
日
受
け
付
け
）

定
員　

５
組
（
先
着
順
）

内
容　

牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
て
、
お
も
ち
ゃ

を
作
る

●
小
学
生
の
工
作
「
ビ
ー
玉
す
べ
り
だ
い
」

対
象　

小
学
生

日
時　

４
月
23
日
㈯　

13
時
30
分
〜
15
時

（
当
日
受
け
付
け
）

日
時　

４
月
23
日
㈯　

10
時
〜
11
時
30
分

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

内
容　

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯
と
ス
ト

ロ
ー
で
か
わ
い
い
さ
る
の
操
り
人
形
を
作
る

募
集
期
間　

４
月
１
日
㈮
〜
22
日
㈮

申
し
ゅ
う
と
う
児
童
館

中
央
図
書
館

㊡
月
曜
、
祝
日
、
第
３
木
曜

南
岩
国
町
四
丁
目　

☎（
31
）０
０
４
６

ト
ッ
キ
ー
さ
ん
の

　
　
「
わ
ら
べ
う
た
で
あ
そ
ぼ
」

対
象　

未
就
園
児
と
保
護
者

※
未
就
園
児
以
外
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い日
時　

４
月
28
日
㈭　

10
時
15
分
〜
10
時
45

分定
員　

８
組
程
度
（
先
着
順
）

内
容　

親
子
で
一
緒
に
わ
ら
べ
う
た
あ
そ
び

を
楽
し
む

講
師　

加
藤
と
き
え
氏（「
わ
ら
べ
っ
子
の
集

い
」
代
表
）

募
集
期
間　

４
月
15
日
㈮　

10
時
〜

申
電
話
で
中
央
図
書
館

※イベントなどは中止・延期になる場合があります。参加する際はマスクの着用など新しい生活様式を心掛けましょう。

中
央
図
書
館

ＥＮＪＯＹ

おでかけ情報

家族みんなで楽しめる市内の
イベント情報をお届けします。

献　

血

し
ゅ
う
と
う
児
童
館

こ
ど
も
館
に
っ
こ
り
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岩
国
徴
古
館

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

横
山
二
丁
目　

☎（
41
）０
４
５
２

企
画
展

●
近
世
岩
国
の
考
え
る
人
々

日
時　

５
月
８
日
㈰
ま
で

内
容　

江
戸
時
代
の
岩
国
に
生
き
た
人
々
の

思
想
や
社
会
に
対
す
る
姿
勢
を
紹
介

●
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説

日
時　

４
月
16
日
㈯　

10
時
〜
10
時
30
分

定
員　

５
人
（
先
着
順
）

募
集
期
間　

４
月
３
日
㈰
〜

申
岩
国
徴
古
館

郷
土
史
研
究
会

●
妙
円
寺
月
性
と
防
長
の
真
宗

　
　
　

―
明
治
維
新
期
の
西
本
願
寺
教
団
―

日
時　

４
月
17
日
㈰　

10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国　

大
会
議
室

定
員 

30
人
（
先
着
順
）

講
師　

小
林
健
太
氏
（
京
都
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム

女
子
大
学
非
常
勤
講
師
）

募
集
期
間　

４
月
３
日
㈰
〜

申
岩
国
徴
古
館

古
文
書
講
座

●
初
級
ク
ラ
ス
（
令
和
４
年
度
初
回
）

日
時　

４
月
17
日
㈰　

13
時
30
分
〜
15
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国　

大
会
議
室

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

内
容　

読
み
や
す
い
古
文
書
を
実
践
的
に
読

み
進
め
る

募
集
期
間　

４
月
３
日
㈰
〜

●
基
礎
ク
ラ
ス

日
時　

５
月
１
日
㈰　

13
時
30
分
〜
15
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国　

大
会
議
室

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

内
容　

文
字
の
調
べ
方
や
文
章
の
読
み
方
な

ど
基
本
事
項
を
押
さ
え
る

中
央
公
民
館

㊡
な
し

岩
国
四
丁
目　

☎（
43
）０
１
７
４

岩
国
少
年
少
女
合
唱
団

　
　
　
「
ひ
ま
わ
り
」団
員
募
集

対
象　

小
学
２
年
〜
中
学
生
（
き
ょ
う
だ
い

と
一
緒
の
場
合
、
小
学
１
年
生
以
下
も
可
）

日
時　

金
曜（
毎
月
２
〜
３
回
）　

16
時
30
分

〜
18
時

場
所　

岩
国
小
学
校　

音
楽
室

講
師　

岡
村
美
瑳
氏
（
岩
国
女
声
合
唱
団
指

導
者
）

料
金　

無
料
（
た
だ
し
後
援
会
費
と
し
て
年

間
２
千
円
の
他
、
出
演
や
合
宿
時
に
は
実
費

が
必
要
）

申
中
央
公
民
館

募
集
期
間　

４
月
３
日
㈰
〜

※
ど
ち
ら
の
ク
ラ
ス
も
初
め
て
の
人
は
テ
キ

ス
ト
代
５
０
０
円
が
必
要

申
岩
国
徴
古
館

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

㊡
４
月
４
日
㈪

三
笠
町
一
丁
目　

☎（
29
）１
６
０
０

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

　
　
　
　
　
　
　

映
画
上
映
会

●
ミ
ラ
ベ
ル
と
魔
法
だ
ら
け
の
家　

日
時　

４
月
30
日
㈯　

①
10
時
30
分
〜　

②
14
時
〜
（
30
分
前
開
場
）

※
上
映
時
間
１
０
９
分

場
所　

多
目
的
ホ
ー
ル

料
金【
全
席
自
由
】　

一
般
＝
１
２
０
０
円
、

学
生
＝
８
０
０
円

※
３
歳
未
満
で
ひ
ざ
上
鑑
賞
は
無
料

申
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

料金の記載がないものは原則無料です

実際に講座で使用する
テキストの一部

中
央
公
民
館

ホームページ

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

©2021 Disney. All Rights 
Reserved

岩
国
徴
古
館
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市
民
文
化
会
館

㊡
な
し

山
手
町
一
丁
目　

☎（
24
）１
２
２
１

０
歳
か
ら
♪

　
　

く
ら
し
っ
く
こ
ん
さ
ー
と

　

幅
広
い
年
齢
層
の
人
が
楽
し
め
る
音
楽
を
、

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、
サ
ッ
ク
ス
、
ピ
ア
ノ
で
演

奏
し
ま
す
。

日
時　

４
月
30
日
㈯　

11
時
〜
11
時
50
分

（
開
場
＝
10
時
30
分
）

場
所　

岩
国
市
民
文
化
会
館　

小
ホ
ー
ル

定
員　

50
人
（
先
着
順
、
完
全
予
約
制
）

出
演　

福
原
恭
平
、
加
藤
和
也
、
吉
野
妙

料
金　

高
校
生
以
上
＝
５
０
０
円
、
中
学
生

以
下
＝
無
料

募
集
期
間　

４
月
11
日
㈪　

10
時
〜

※
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
ま
ま
会
場
に
入
れ
ま
す

※
授
乳
室
や
お
む
つ
替
え
の
ス
ペ
ー
ス
あ
り

※
床
上
で
鑑
賞
で
き
る
マ
ッ
ト
席
あ
り

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
岩
国
市
民
文
化
会
館

日
時　

４
月
24
日
㈰　

10
時
〜
11
時
30
分

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

内
容　

正
し
い
姿
勢
と
歩
き
方
を
学
ぶ

講
師　

松
村
康
伸
氏

料
金　

千
円

募
集
期
間　

４
月
20
日
㈬
ま
で

持
参
品　

体
操
の
で
き
る
服
装
、
運
動
靴
、

飲
み
物

申
働
く
婦
人
の
家

ミ
ク
ロ
生
物
館

㊡
火
曜
（
５
月
３
日
㈷
は
開
館
）・
５
月
６

日
㈮

由
宇
町
潮
風
公
園
内　

☎（
62
）０
１
６
０

体
験
教
室

●
チ
リ
メ
ン
ジ
ャ
コ
に
潜
む
モ
ン
ス
タ
ー
!?

チ
リ
メ
ン
モ
ン
ス
タ
ー
を
さ
が
そ
う
！

対
象　

小
学
生
以
上

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が
必

広
島
交
響
楽
団　

弦
楽
四
重
奏

（
振
替
公
演
）

　

広
島
交
響
楽
団
の
バ
イ
オ
リ
ン
、
ビ
オ
ラ
、

チ
ェ
ロ
奏
者
に
よ
る
、
弦
楽
の
豊
か
な
響
き

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
15
日
㈰　

14
時
〜
（
開
場
＝
13

時
15
分
）　

場
所　

岩
国
市
民
文
化
会
館　

大
ホ
ー
ル

内
容　
「
四
季
」「
美
女
と
野
獣
」「
千
本
桜
」

な
ど
の
名
曲
の
数
々
を
、
分
か
り
や
す
い
解

説
と
と
も
に
お
届
け
し
ま
す

料
金　

一
般
＝
１
５
０
０
円
、
高
校
生
以
下

＝
５
０
０
円

※
当
日
は
５
０
０
円
増

※
未
就
学
児
の
入
場
不
可

問（
公
財
）岩
国
市
文
化
芸
術
振
興
財
団

☎（
24
）８
9
9
6

働
く
婦
人
の
家

㊡
火
曜
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
も
）、
祝
日

昭
和
町
一
丁
目　

☎（
22
）０
４
９
０

働
く
婦
人
の
家
自
主
講
座

●
美
姿
勢
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
講
座

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

要日
時　

４
月
29
日
㈷　

13
時
〜
16
時

定
員　

４
組
（
先
着
順
）

※
１
組
当
た
り
付
き
添
い
含
め
３
人
ま
で

内
容　

チ
リ
メ
ン
ジ
ャ
コ
に
潜
む
小
さ
な
モ

ン
ス
タ
ー
た
ち
を
探
し
な
が
ら
、
海
の
生
き

物
の
体
の
不
思
議
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぶ

料
金　

３
０
０
円

持
参
品　

筆
記
用
具

募
集
期
間　

４
月
２
日
㈯　

９
時
30
分
〜

申
ミ
ク
ロ
生
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

科
学
工
作

●
光
る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
万
華
鏡
を
作
ろ
う

対
象　

小
学
生
以
上

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が
必

要日
時　

５
月
３
日
㈷
・
４
日
㈷　

13
時
〜
16

時定
員　

各
４
組
（
先
着
順
）

※
１
組
当
た
り
付
き
添
い
含
め
３
人
ま
で

内
容　

か
わ
い
い
ミ
ク
ロ
生
物
た
ち
が
コ
ロ

コ
ロ
転
が
る
万
華
鏡
を
作
り
な
が
ら
、
生
物

の
不
思
議
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぶ

料
金　

４
０
０
円

持
参
品　

筆
記
用
具

募
集
期
間　

４
月
２
日
㈯　

９
時
30
分
〜

●
暗
や
み
で
光
る
！
か
ざ
れ
る
！
み
く
ろ
ん

フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
作
ろ
う

※イベントなどは中止・延期になる場合があります。参加する際はマスクの着用など新しい生活様式を心掛けましょう。

岩
国
市
民
文
化
会
館

働
く
婦
人
の
家

ミ
ク
ロ
生
物
館

22広報いわくに



対
象　

小
学
３
年
生
以
上

※
小
学
３
年
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要

日
時　

５
月
５
日
㈷　

13
時
〜
16
時

定
員　

４
組
（
先
着
順
）

※
１
組
当
た
り
付
き
添
い
含
め
３
人
ま
で

内
容　

海
の
ミ
ク
ロ
生
物
を
観
察
し
、
暗
や

み
で
光
る
み
く
ろ
ん
の
立
体
模
型
を
作
る

料
金　

４
０
０
円

持
参
品　

筆
記
用
具

募
集
期
間　

４
月
２
日
㈯　

９
時
30
分
〜

申
ミ
ク
ロ
生
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ　

Ａ
Ｂ
Ｃ

㊡
火
曜
（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

元
町
一
丁
目　

☎（
28
）５
３
１
３

英
語
交
流
de
ヨ
ガ

対
象　

市
内
に
在
住
す
る
中
学
生
以
上
の
人

英
語
交
流
de
生
け
花

対
象　

市
内
に
在
住
す
る
中
学
生
以
上
の
人

日
時　

４
月
23
日
㈯　
10
時
〜
２
時
間
程
度

定
員　

20
人

内
容　

市
内
に
在
住
す
る
外
国
人
と
一
緒
に

英
語
を
使
い
な
が
ら
生
け
花
を
す
る

講
師　

藏
重
伸
氏
（
華
道
家
元
池
坊
岩
国
支

部
長
）

料
金　

２
千
円
（
生
花
代
ほ
か
）

募
集
期
間　

４
月
20
日
㈬
ま
で

申
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

日
時　

４
月
９
日
㈯　
10
時
〜
２
時
間
程
度

定
員　

15
人

内
容　

英
語
で
交
流
し
な
が
ら
ヨ
ガ
な
ど
を

楽
し
む

講
師　

吉
福
教
子
氏
（
R
I
N
G
㈱
代
表
）

料
金　

５
０
０
円
（
ス
ム
ー
ジ
ー
代
ほ
か
）

募
集
期
間　

４
月
６
日
㈬
ま
で

申
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

国
際
交
流
カ
フ
ェ

対
象　

市
内
に
在
住
す
る
中
学
生
以
上
の
人

日
時　

４
月
17
日
㈰　

10
時
〜
２
時
間
程
度

定
員　

15
人

内
容　

基
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
外
国
人
と
の

気
軽
な
英
会
話
教
室

料
金　

４
０
０
円

募
集
期
間　

４
月
13
日
㈬
ま
で

申
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

料金の記載がないものは原則無料です

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ　

Ａ
Ｂ
Ｃ

ホームページ

岩
国
市
歌　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

詞　

  

村
田
さ
ち
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

曲　

  

池
辺
晋
一
郎

一　

旅
人
の
し
る
べ
と
な
り

　
　

輝
や
か
に　

大
河
を
渡
る

　
　

錦
帯
橋

　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と
の
誇
り
を

　
　
　
　
　

翼
に
か
え
て

　
　
　
　
　

子
供
た
ち
は
羽
を
ひ
ろ
げ

　
　
　
　
　

飛
び
立
つ

　
　
　
　
　

遠
い
夢
を
追
い
か
け
て

二　

大
空
の
光
浴
び
て

　
　

き
ら
ら
か
に
大
地
に
横
た
う

　
　

錦
川

　
　

　
　
　
　
　

せ
せ
ら
ぎ
の
歌
が

　
　
　
　
　

心
を
つ
な
ぎ

　
　
　
　
　

同
じ
恵
み
分
け
合
い
な
が
ら　
　

　
　
　
　
　

生
き
て
る

　
　
　

　
　
　
　
　

美
し
い
こ
の
街
で

　こちらのサイトから
岩国市歌の楽譜や、合
唱・メロディーの音源
データをダウンロード
することができます。

QRコード

23 2022.4.1



岩国市民憲章
錦帯橋に象徴される美しいまち岩国
わたしたちは　この地を愛し　
ふるさとが育てた偉人に学び　
教養を高め
誇れる岩国を築き　引き継ぐために
この憲章を定めます

大切にしたいもの
　それは　みんなの夢　みんなの命
守りたいもの
　それは　豊かで美しい自然
伝えたいもの
　それは　歴史や伝統　文化の薫り
広げたいもの
　それは　世代や地域を超えた人の和
創りたいもの
　それは　岩国の輝かしい未来

（平成23年１月１日制定）

み
ん
な
の
写
真
館

　
「
み
ん
な
の
写
真
館
」
で
は
、
皆
さ
ん
が
撮
影
し
た

お
気
に
入
り
の
「
い
わ
く
に
」
を
毎
月
１
枚
紹
介
し
て
い
ま
す
。

編
集
・
発
行
/
岩
国
市
総
務
部
広
報
戦
略
課
広
報
班
　
〒
740-8585　

山
口
県
岩
国
市
今
津
町
一
丁
目
14番

51号
　
TEL/0827-29-5016

FA
X/0827-21-3337　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 https://w

w
w
.city.iw

akuni.lg.jp/　
E-m
ail kouhou@

city.iw
akuni.lg.jp　

印
刷
/山
口
印
刷
工
業
㈱

古
紙
パ
ル
プ
配
合
率

70％
再
生
紙
を
使
用

　　募集作品
市内で撮影した写真（人物写真は、
被写体の承諾を得てください）
　　写真サイズ
JPEG形式のデータ（200万画素以
上）またはＬ判以上の大きさの写真
　　応募方法
①氏名（ペンネーム可）　②電話番号
③作品名　④撮影日　⑤撮影場所　
を記載し、Eメール、郵送または直
接、広報戦略課へ
　  kouhou@city.iwakuni.lg.jp

386　
広
報
い
わ
く
に

#広報いわくにみんなの写真館のハッ
シュタグをつけて、インスタグラムで
も応募できます。

LINEで「岩国市」
を友だち追加

岩国市

岩国市LINE公式アカウントでは、皆さまの
お役に立つ情報を配信しています。
まずは　　　　　　をお願いします。友だち登録

皆さんの応募作品はホームページ
にも掲載しています

【今月の一枚】

撮 影 者：k3263529 さん
撮 影 日：２月21日
撮影場所：佐々木小次郎像前 (横山）

「小次郎と梅の花」
インスタグラムからの投稿

市長夢日記

 福田 良彦

Vol.145

　

春
ら
ん
ま
ん
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

４
月
は
、
入
学
・
入
社
・
異
動
な
ど
、
環

境
が
変
わ
り
新
た
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト

す
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　

一
方
コ
ロ
ナ
禍
で
、
社
会
活
動
は
停
滞

し
て
お
り
、
と
り
わ
け
高
齢
者
の
皆
さ
ま

は
、
地
域
活
動
の
自
粛
な
ど
で
外
出
機
会

が
大
き
く
減
少
し
、
地
域
や
人
と
の
つ
な

が
り
が
希
薄
と
な
り
、
社
会
か
ら
の
孤
立

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
本
市
で
は
、
今

年
度
か
ら
高
齢
者
の
皆
さ
ま
が
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
ア
プ
リ
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と

で
「
社
会
と
つ
な
が
る
」
新
た
な
仕
組
み

作
り
を
目
指
し
、
65
歳
以
上
の
人
を
対
象

に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
を
開
催
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
受
講
者
が
新
た
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
対
応
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

購
入
す
る
際
に
は
そ
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

今
後
、
多
く
の
高
齢
者
の
皆
さ
ま
が
こ

う
し
た
情
報
通
信
技
術
を
使
い
な
が
ら
、

地
域
の
情
報
や
人
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ

る
こ
と
で
、
新
た
な
生
き
が
い
や
喜
び
を

見
出
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

私
も
、
新
年
度
を
迎
え
、
新
た
な
可
能

性
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

オンライン会議の様子
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